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研究報告

　申請者は、ショウジョウバエのゲノムワイドスクリーニングを行い、自然免疫を制御する新規cGMPシ
グナル経路を明らかにしている。本研究では、この新規cGMPシグナル経路の鍵を担う新規受容体と
cGMP依存性プロテインキナーゼのマウスホモログについてノックアウトマウスを作成し、哺乳動物の
自然免疫における役割を明らかにすることを目的とした。
　これまでに新規受容体のマウスホモログを8種、cGMPキナーゼのマウスホモログを1種同定した。最
もショウジョウバエの新規受容体に関連があると考えられた2種のマウスホモログについて、JM8.A3を
ES細胞株に、コンディショナルノックマウスの作成を行った。そのうち一つの受容体について、キメリズ
ム６０％以上を示す3匹のキメラマウスを得た。cGMP依存性プロテインキナーゼのマウスホモログは、
JM8.A3をES細胞株に、コンディショナルノックマウスの作成を試みている。被災研究者支援のため、今
年度で研究を完了した。年度で研究を完了した。


